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Ⅰ．問題と目的

1．幼児ことばの教室の展開過程
　公教育における言語障害特殊学級 1）が最初に開設
されたのは，1958（昭和 33）年宮城県仙台市通町小
学校であり，翌年には千葉県千葉市院内小学校に「言
語治療教室」が設置された （松村・牧野，2004）．制
度上は特殊学級ではあったが，指導は実質的に「通級
方式」で行われていた（田中・滝澤，2015）．以下では，
言語障害児を対象とする特殊学級・通級指導教室・地
域療育を総称して「ことばの教室」と呼ぶ．
　1962（昭和 37）年の通達「学校教育法および同法

施行令の一部改正に伴う教育上特別な取り扱いを要す
る児童・生徒の教育的措置について」後は言語障害を
含む特殊学級の配置数が増加していった（田中・瀧澤，
2015）．1967（昭和 42）年には，文部省の「第 2 回心
身障害児の調査」が行われ，言語障害等の児童生徒へ
の対策を行った結果，岡山県や岐阜県，また熊本県等
地方の小学校にも「ことばの教室」が設置された（田
中・瀧澤，2015）．
　このように，小・中学校で「ことばの教室」の整備
体制が進められる一方，幼児を対象とした「ことばの
教室」（以下，「幼児ことばの教室」）の制度化は遅々
として進まなかった．田中（2014）は，幼児ことば
の教室の特徴として，地方公共団体等の行政や小学校
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教員等の支援者により開設され，障害乳幼児の言語の
発達課題を支援する場として機能してきたと指摘す
る．また，田中・瀧澤（2015）は，小（中）学校に
設置された「ことばの教室」の支援対象が国の制度に
基づき「学齢児」とされていたことが，幼稚園の支援
体制の整備が進まなかった理由であるとし，幼児こと
ばの教室が，教育，福祉，医療領域の中で「身近な敷
居の低さ」と「専門性」との両方の特質をあわせ持つ

「地域性」に応じて展開されてきた支援の場であった
と論じている．
　1980 年代においては，福祉行政管轄が多くの割合
を占めていたが，たとえば神野（2006）による岐阜
県の調査では，親の会の活動を基盤に 1972（昭和
47）年に養護訓練センターが設置されてから，65 カ
所の障害児通園事業所が設置において，「地域療育」
として幼児を対象とした「ことばの教室」が開設され
ていったことが明らかになっている．1990 年代以降
では，「単独経営」や「共同経営」等，「幼児ことばの
教室」の経営形態が複数見られることが確認されてい
るとはいえ，「幼稚園型」である「幼児ことばの教室」
が幼稚園内にあったのは 1 機関のみであり，1996 年
以降は「幼稚園型」の分類そのものが消失している（田
中・瀧澤，2014）．田中・瀧澤（2014）は，「幼児こ
とばの教室」の展開過程においては，小（中）学校「こ
とばの教室」の機能拡充による「幼児ことばの教室」
の機能的整備という設置施策がとられたと指摘した． 
　また，小林・久保山（2001）は公教育における幼
児を対象としたことばの指導（教育相談）に関する調
査を行い，「実施している」と回答した教員は約 65％
であったが，その内の約 70％は担当者が配置されて
いないことや，担当者が配置されている場合でもその
80％が小学校「ことばの教室」内で小学校教員が担当
していると報告している．また，「教育相談・指導に
よる特徴」として，幼稚園教諭等担当者が配置されて
いる場合には，早期対応・改善，一貫した指導，子育
て相談等においてメリットがあった．しかし実際には，
小学校教員が兼務発令を受けたり，本務に支障のない
範囲で幼児の教育や相談を行ったりすることが多いた
め，「幼児は指導対象児としてカウントされない」こ
とによる「時間的・精神的負担が大きい」ことや「教
材の準備が十分に行えない」こと等の問題点があるこ
とが指摘された（宮川ら， 小林・久保山，
2001）．
　2007（平成 19）年度からは特別支援教育が推進さ
れているが，公教育における「幼児ことばの教室」は，
一部の都道府県・市町村で新しく開設されている （国
立特別支援教育総合研究所有識者会議，2020）．久保
山（2013）は，特別支援教育制度開始以降の公教育

における「幼児ことばの教室」の設置・運営形態につ
いて，①小学校内に設置されており，市教育委員会が
運営している場合や，「○○小学校ことばの教室（幼
児部）」等部門として運営されている場合，②幼稚園
内に設置され，「○○幼稚園ことばの相談室」等とし
て運営されている場合，③教育センター内に設置され，

「○○市幼児言語教室」等として運営されている場合，
④教育的サービスとして小学校教諭が指導している場
合があると述べている．
　
2．熊本市における「幼児ことばの教室」の展開過程
　熊本市教育委員会（1994）は同市内の小学校「こ
とばの教室」について，1968（昭和 43）年に慶徳小
学校に設置されたのを皮切りに，1978（昭和 53）年
健軍小学校に，1981（昭和 56）年出水小学校に設置
が続いたと述べている．
　慶徳小学校「ことばの教室」を設置した背景として，
①開設前年の 1967（昭和 42）年 9 月に熊本市議会で
一保護者の訴えがあったこと，②熊本市教育委員会も
必要性を認識していたことから開設に向けた動きが本
格的に始まったことがあげられている（熊本日日新聞，
1968）．さらに，交通が便利であり，「校舎の融通が
きく」ことから慶徳小学校に設置されたことが述べら
れている．また，開設された「ことばの教室」の対象
児については，「①発音の異常な子，②声の異常な子，
③どもり，④ことばの発達が遅れた子，⑤みつくち，
口ガイ裂（ママ）に伴う言語障害の子，⑥脳性マヒに
伴う言語障害の子，⑦難聴に伴う言語障害の子」の 7
種であったと記載されている（熊本日日新聞，1968）．
　続いて幼児を対象とした「ことばの教室」について
は以下のように記されている（熊本市教育委員会，
1994）．
　
　幼児を対象とした「ことばの教室」は，1982（昭
和 57）年，熊本市立五福幼稚園に「ことばの治療教室」
として試行設置された．当初から専任の幼稚園教員 2
人が担当している．翌年の 1983（昭和 58）年には，
統合された熊本市立熊本五福幼稚園に「ことばの治療
教室」が正式に開設されたが，公教育における「幼児
ことばの教室」としては九州で初めての設置であった
ため，3 人の担当教員の指導が注目された．また，
1983（昭和 58）年 8 月には，熊本五福幼稚園の隣に「こ
とばの治療教室」専用である 2 階建て 3 教室の建物が
新築された．
　
　このように，開設当初から専任教員が配置され，専
用の建物が新築されるといった充実した体制が構築さ
れた例は，田中・瀧澤（2015）や，小林・久保山（2001）
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の「幼児ことばの教室」に関する全国調査の結果から
見るとまれな例であるといえる．
　現在の熊本市立幼稚園と「幼児ことばの教室」の現
状については，「令和 3（2021 年）8 月市立幼稚園に
おける特別支援教育等に関する検討委員会報告書」に
報告されている （熊本市教育委員会，2021）．そこには，
幼稚園の定員充足率が低下するなかで，保護者からの

「ことばの教室」へのニーズが高く，2 園目の「こと
ばの教室」を開設したことが記載されている．しかし，
ここに至る経緯についての詳細は明らかにされていな
い．
　幼児ことばの教室の展開過程については，特に北海
道の「幼児ことばの教室」を調査しているものが多く，
池田（2002），田中（2014），田中・瀧澤（2015），田
中（2018）等がある．池田（2002）は，1973（昭和
48）年，釧路市に開設された「幼児ことばの教室」が
公的に認められた最初の教室であること，田中（2018）
は，1980 年度に都道府県別で北海道が「一番多くの
ことばの教室が設置された先駆的自治体である」こと
を指摘した．
　しかしながら，それらの調査は文献等の資料をもと
に調査されているものがほとんどであり，開設の経緯
や担当者・幼児の実態の詳細は明らかにされていない．
　
3．本研究のねらい
　熊本市立幼稚園の「ことばの教室」については，主
に熊本市教育委員会（1991）と熊本市教育委員会 

（1994）とに概説されているが，その展開過程におけ
る，幼児や教員の実態，保護者との連携等の詳細につ
いての検討は不十分である．
　そこで本研究では，熊本市立幼稚園の「ことばの教
室」が果たしてきた役割をもとに，公教育下における
幼児ことばの教室の役割の示唆を得ることをねらいと
し，熊本市立幼稚園「ことばの教室」の発展経緯を整
理・検討したうえで，発展段階区分別の実態を明らか
にしたい．

Ⅱ．方法

1．文献の収集
　本研究では，残存資料や記念誌，教育刊行物，新聞
記事等を用いて，文献的検討を行う．調査対象時期は
熊本市立幼稚園「ことばの教室」が試行設置された
1982（昭和 57）年～2021（令和 3）年度とする．
　
2．面談調査
（1）対象者
　面談調査の対象者について，勤務歴，勤務年度を表

1 に示した．なお，対象者は以下で A 教諭，B 教諭，
C 教諭，D 教諭，E 教諭と呼ぶ．
（2）手続き
　面談調査では，「五福幼稚園ことばの治療教室」が
試行設置された 1982（昭和 57）年から現在に至るま
でを，各年代を踏まえながら幼児，教師，保護者，関
係機関との連携の 4 つの柱を設定した．面談調査は
2021 年 11 月から 2022 年 1 月の間にそれぞれ約 1～2
時間実施し，IC レコーダーで録音した．
（3）倫理的配慮
　対象者には，面談調査前または面談調査時に研究の
概要や調査方法を説明した．また，得られたデータは
本研究以外の目的で使用しないことを文書や口頭で説
明し，同意を得た．

Ⅲ．結果と考察

1．時期区分の検討
　熊本市立幼稚園「ことばの教室」の歴史に関する文
献的検討や面談調査等を参考にし，3 つの時期区分に
分類し，順に，「萌芽期」，「発展期」，「拡充期」とした．
　まず，熊本市立幼稚園「ことばの教室」開設前後や，
指導方法の模索，幼児の募集・確保等が行われた時期
を「萌芽期」と名付け，1982（昭和 57）年・1983（昭
和 58）年を対象時期にした．場合によってはこれ以
前の時期も「萌芽期」に含めるものとする．
　次に，入級児や教育相談件数の増加により「3 教室
4 担任（3 教室を使って 4 人の担任が指導）」となった
ことや，県や九州で開催された「熊本県難聴・言語障
害教育研究会（現名称 熊本県難聴・障がい教育研究
会）」，「九州地区難聴・言語障害研究会」（以下，「県
難言研」「九難言研」）における提案が頻繁に行われ，「こ
とばの教室」が周知され始めた時期を「発展期」と名

表 1　面談調査の対象者

対象者 勤務歴 勤務年度
A 教諭 ・熊五ことばの治療教室 1995 ～ 2006

・熊五ことばの教室 2007 ～ 2017
・五福ことばの教室 2018 ～ 2021

B 教諭 ・熊五ことばの治療教室 1990 ～ 2006
・熊五ことばの教室 2007 ～ 2015
・碩台ことばの教室 2016 ～ 2021

C 教諭 ・五福幼稚園ことばの治療教室 1982
・熊五ことばの治療教室 1983 ～ 1994

D 教諭 ・熊五ことばの治療教室 1993 ～ 1997
E 教諭 ・熊五ことばの治療教室 1983 ～ 1989

・碩台ことばの教室 2014 ～ 2015
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付け，1984（昭和 59）年度～2006（平成 18）年度を
対象時期とした．
　最後に特別支援教育が開始され，「ことばの教室」
増設と職員補充のための動きが本格的に始まり新たに

「碩台ことばの教室」が開設された時期を「拡充期」
と名付け，2007（平成 19）年度～2021（令和 3）年
度までを対象時期として検討・分析した．

2．萌芽期：1982（昭和 57）年・1983（昭和 58）年
（1）設置の経緯
　熊本市立幼稚園の「ことばの教室」は 1982（昭和
57）年に熊本市立五福幼稚園に「ことばの治療教室」
として試行設置され，1983（昭和 58）年，統合され
た熊本五福幼稚園に正式開設された．なお以下では，
熊本市立幼稚園「ことばの教室」について，その名称
の変遷に応じて，1982 年の試行設置時を「五福幼稚
園ことばの治療教室」，1983 年正式開設の「熊本五福
幼稚園ことばの治療教室」を「熊五ことばの治療教室」，
2007 年名称変更後の「熊本五福幼稚園ことばの教室」
を「熊五ことばの教室」，2014 年新設された「碩台幼

稚園ことばの教室」を「碩台ことばの教室」，2018 年
の熊本五福幼稚園閉園後向山幼稚園に付設後の「向山
幼稚園五福ことばの教室」を「五福ことばの教室」と
それぞれ略称で呼ぶこととする．表 2 に，関連年表を
記す．
　熊本市教育委員会（1994）では，熊本市立幼稚園
に「ことばの治療教室」が設置された背景として，熊
本幼稚園と五福幼稚園が統合され，熊本五福幼稚園が
設立されたこと，全国的にことばの早期治療を求める
声が高まり，「言語治療の経験がもっとも深い慶徳小
学校などに，幼児のことばについて相談に訪れる人が
多くなった」こと等を挙げている．
　熊本五福幼稚園（1983）では，両園の統合について，
①「幼児数の減少」，②「熊本幼稚園敷地が白川改修
に関係」していたこと，③「移転先用地の確保が困難」
の 3 点を指摘している．熊本市立熊本幼稚園と熊本市
立五福幼稚園は，1887（明治 20）年と 1896（明治
29）年にそれぞれ設立された歴史ある幼稚園である
が，両園の統合と熊本市立幼稚園「ことばの治療教室」
の設置との間にどのような関係があるのであろうか．

表 2　熊本市立幼稚園「ことばの教室」関連年表
年度 熊本市立幼稚園「ことばの教室」関連事項 その他の動向

昭和 43（1968） ・慶徳小学校言語治療教室開設
昭和 57（1982）・五福幼稚園に言語治療学級「ことばの治療教室」の試行設置
昭和 58（1983）・熊本幼稚園と五福幼稚園が統合され「熊本五福幼稚園」設立

・熊本五福幼稚園に幼児言語治療学級「ことばの治療教室」正式開設
・市立幼稚園園児数の減少

昭和 60（1985）・九州難言研熊本大会で公開発表（VTR）
昭和 61（1986）・熊本五福幼稚園ことばの治療教室が市教育委員会委嘱研究を実施
平成５（1993）・熊本五福幼稚園ことばの治療教室開設 10 周年記念式典挙行 ・通級による指導の制度化
平成 10（1998）・熊本五福幼稚園ことばの治療教室への相談件数が大幅に増加
平成 11（1999）・熊本五福幼稚園ことばの治療教室で臨時的に３学級４担任（１年のみ） ・熊本市こどもの発達相談窓口開設
平成 13（2001）・幼稚園経営研修会（熊本大会）で熊本五福幼稚園ことばの治療教室紹介，視察増加
平成 18（2006）・熊本五福幼稚園ことばの治療教室への通級希望や教育相談が大幅に増加
平成 19（2007）・熊本五福幼稚園ことばの治療教室から「ことばの教室」へ名称変更
平成 20（2008） ・熊本市子ども発達支援センター開設
平成 21（2009）・熊本五福幼稚園「ことばの教室」教室増設による職員の補充
平成 22（2010）・熊本五福幼稚園「ことばの教室」相談件数 200 件超と増加

・職員増員の要望書を教育委員会へ提出
平成 23（2011）・県ことばを育てる親の会会長視察・教室増設の要望提出

・職員増員等の要望書を提出
平成 24（2012）・教育政策課視察（特別支援教育推進計画作成に向けて）

・県ことばを育てる親の会がパブリックコメントで意見提出
平成 25（2013）・熊本市教育政策課より視察（教室新設に向けて）
平成 26（2014）・熊本市立碩台幼稚園に「ことばの教室」を新設

・熊本市立幼稚園「ことばの教室」職員数が五福・碩台両園で計10人に
・両園「ことばの教室」入級希望者大幅に増加

・熊本市「コア幼稚園」として特別
支援教育の推進の方針

平成 30（2018）・熊本五福幼稚園を民間移譲（市立幼稚園計６）
・民間園に隣接して「向山幼稚園五福ことばの教室」として継続

令和元（2019）・熊本市立幼稚園に「あゆみの教室」開設
令和３（2021）・熊本市教育委員会「市立幼稚園における特別支援教育等に関する検討委員会」設置
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　これについて，C 教諭への面談からは，熊本五福幼
稚園が統合し熊本市立幼稚園が 8 園から 7 園になった
ことから，何か新しい取り組みを始めようという動き
があったという聞き取りが得られた．C教諭はさらに，
その他の開設理由について 4 点をあげた．すなわち，
①「国連・障害者 10 年（1983 年～1992 年）」が定め
られたことなどをきっかけに，熊本市の教育委員会で
も特殊教育を推進する動きがあったこと，②慶徳小学
校「ことばの教室」の教員が幼児指導を兼ねて行って
おり，幼児の相談件数が増加したこと，③熊本五福幼
稚園の場所が市中心部にあり，交通の便が良かったこ
と，④熊本市内の特殊学級の教員や熊本大学の教員を
スーパーバイザーとした，「日曜学級」の取り組みの
蓄積があったことである．
　「日曜学級」については，E 教諭から，以下の聞き
取りが得られた．

　当時障害がある子どもたちが入れる幼稚園や保育園
は，数園しかありませんでした．それで，「日曜学級」
では，幼稚園や保育園に通えない子どもたちを集めて
幼稚園のような活動を行っていました．大学の先生や
特殊学級の先生方がスーパーバイザーになられ，熊大
生，保育大生，九州女学院短大生が，子どもたちに必
要な療育を個別とグループで行っていました．熊本市
の事業の一貫だったので，予算もでていて，良い遊具
等が沢山ありました．（中略）保護者や子どもさんた
ちはとても楽しみにして通っておられました．日曜学
級や自閉症，ダウン症のグループ活動などは，子ども
たちにとって唯一の療育の場だったと思います．

　「日曜学級」については，C 教諭からも同様に「幼
稚園に通えず，日曜学級を唯一の療育の場としている
幼児もいる現状があった．」という聞き取りが得られ
た．
　開催されていた「日曜学級」には，「熊五ことばの
治療教室」の正式開設とその前年の試行に携わった C
教諭や D 教諭，E 教諭がボランティアとして参加し
ていた．障害がある幼児にとっての療育の場，さらに
は居場所でもあった「日曜学級」では，それらに参加
していたボランティアにとっても子どもと家族のおか
れた立場を目の当たりにする機会であったといえる．
C 教諭からは，「（障害がある子も幼稚園に通える）こ
のような公立幼稚園であってほしい」という思いをも
つきっかけになったという聞き取りが得られた．
　このようにして 1982（昭和 57）年に試行設置され
た「五福幼稚園ことばの治療教室」は，保育室の 1 室
が当てられ 1 教室 2 担任で実施された．試行設置に携
わった C 教諭は，担当教員として着任する前年に，

熊本市の教育委員会から派遣され，1 年間 F 大学で国
内研修を行い，言語障害教育について学んでいる．こ
のような経緯から翌年の 1983（昭和 58）年には，2
教室 3 担任で「熊五ことばの治療教室」が正式開設さ
れた．同年8月には熊本五福幼稚園に隣接する土地に，
総予算約 5000 万円で，「熊五ことばの治療教室」専
用の建物（図 1）が新築された（熊本五福幼稚園，
1983）．
　「ことばの治療教室」を正式開設するうえで，熊本
五福幼稚園の隣接地が建築用地として熊本市が取得す
る際の状況について，C 教諭から以下の聞き取りが得
られた．

　これ（「熊五ことばの治療教室」専用の建物の設置）
に関して，最も困難だったのは隣接地の取得であり，
地主の方を探すということもしながら，何度も頓挫し
そうになったという話を本件に尽力された方からお聞
きしました．多くの方々のお力添えで「ことばの治療
教室」の建物は完成しました．この建物に値すること
ばの指導をしっかりと行わなければと心新たにしたこ
とを思い出します．

図 1　熊本五福幼稚園ことばの教室建物
出所：熊本市立向山幼稚園五福ことばの教室所蔵写真

図 2　熊本五福幼稚園ことばの治療教室平面図
出所：熊本五福幼稚園ことばの治療教室 （1983） をもとに筆者ら作成
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　図 2 に 2 階建て 3 教室で新築された「熊五ことば
の治療教室」の平面図を示す．このことについて，E
教諭からも以下の聞き取りが得られた．

　「ことばの教室」は空き教室などを改築して作った
りしますが，熊本五福幼稚園の「ことばの教室」は，
沢山のことを考えられて作られていて，設備も素晴ら
しかったです．当時は 3 担任ということでつくって
あったので，先生方の職員室と保護者の控室と，1 階
に聴能訓練室（防音で聴音検査等ができる部屋）があ
りました．それから，2 階に 3 つの指導室と，3 つの
指導室をつないだ大きさぐらいのプレイルームがあ
り，トイレも 1 階と 2 階にあって，ほんとに「ことば
の教室」のための施設でした．（中略）
　
　1983（昭和 58）年 9 月に「熊五ことばの治療教室」
の新築を記念し落成式が実施された（熊本五福幼稚園，
1983）．熊本日日新聞（1983）は，「熊五ことばの治
療教室」の落成式に，保護者や障害教育関係者ら 50
人が出席したと記載している．また，同記事では完成
した専用の建物について，「相談室，聴能訓練室，防
音装置などを備えた指導室，遊びながら治療効果や訓
練法を判断するための遊戯室などがある」と記してい
る．
　専用の建物完成に伴い，幼児の募集や指導が本格的
に始まった．
（2）入級児の実態
　熊本市教育委員会（1991）は，昭和 58 年に正式開
設された「熊五ことばの治療教室」が公立の幼稚園と
しては九州で初めての設置であり，3 人の教諭が着任
するとともに，「親の会」の活動の促進や，教室の新築，
教材・教具の整備がなされ，「指導の実績があがるに
つれ，新聞，テレビにもとりあげられた」と言及して
いる．
　入級児の募集に関しては，C 教諭から以下のような
聞き取りが得られた．すなわち，新聞やテレビ等に「熊
五ことばの治療教室」が取り上げられたことで多くの
幼児が集まることが予想されたため，入級にあたって
は年長児のスピーチ面に課題のある幼児が優先されて
いたことである．また，E 教諭からも，九州で初めて
の設置となったため，「ことばの治療教室」担当教員

と市教育委員会が連携しながら，手探りの状態で入級
児の募集が行われていたという聞き取りが得られた．
　開設当初の障害種別入級児は表 3 の通りであり，難
聴児も受け入れていたことがわかる．
　熊本市教育委員会（1991）によると，萌芽期には 1
対 1 の個別指導に加え，教育相談や「母親教室」が実
施され，市内外の乳幼児を対象として様々な相談に
乗っていた．主に保護者の相談の場であった「母親教
室」については，E 教諭から，①吃音のグループ，②
言語発達遅滞のグループ，③口蓋裂のグループの 3 つ
のグループに分かれて月に 1 回実施されていた，とい
う聞き取りが得られた．
　続いて，対象児や実施内容については，E 教諭から
以下のような聞き取りが得られた．すなわち，E 教諭
が担当した口蓋裂グループには乳児から年中児までの
子どもをもつ 10 人以上の母親が参加していたこと，
通級対象が年長児だったため，通級指導をうけること
ができない子どもをもつ保護者が様々な悩みを抱えて
いたこと，母親同士の交流活動が実施されていたこと
等である．また「母親教室」は，当初，小学校の「こ
とばの教室」でも実施されたことや，その後に「保護
者教室」という名称で，全設置校合同になったという
聞き取りが得られた．
（3）指導方法の模索
　上述したように年齢の幅が広く，さまざまな言語障
害のある幼児が入級していたことで，「指導の効果を
あげることが難しかった」（熊本市教育委員会，1991）
という指摘もある．これについてC教諭は，「県難言研」
や「九難言研」等の言語指導に関する研究会が学びの
場としての役割を果たしていたと述べた．熊本市立幼
稚園「ことばの教室」は，試行設置された 1957（昭
和 32）年 4 月に「県難言研」や「熊本県言語障害児
研究会」に加入し，言語に関する研究会や親の会主催
の講演会等を自ら開催している（熊本五福幼稚園こと
ばの教室，2013）．「九難言研」においても，1983（昭
和 58）年に「熊五ことばの治療教室」が正式開設さ
れた際，担当者が「幼稚園における言語治療学級の実
際と問題点」について発表を行っている（九難言研第
7 回長崎大会，1983）．A 教諭からは，「県難言研」や

「九難言研」では，主に小学校や中学校の「ことばの
教室」や難聴特殊学級等の担当教員が参加しているた
め，指導方法や教材等を学んだり，指導について相談
することができる貴重な機会であったという聞き取り
が得られた．
　また，指導方法を模索するにあたっては，教育の分
野だけでなく，医療に関する幅広い知識が必要であっ
た．知識獲得の方法について，E 教諭からは，指導幼
児が医療機関に診察に行く際に関係者から了解を得て

表 3　開設時の障害種別入級児（人）

種別
年度

構音
障害 吃音 口蓋裂 言語

発達 難聴 合計

1982 9 11 1 5 2 28
1983 8 3 0 7 5 23
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同行し，ST（言語聴覚士）2）から専門的な知識を学
んだこと，また医学書で勉強したという聞き取りが得
られた．さらに，E 教諭は当時の状況について，「ST
の先生のお蔭で，手術や歯列矯正など就学後に必要な
ことが学べました」と述べている．

3．発展期：1984（昭和 59）年～ 2006（平成 18）年
（1）相談件数・入級児の増加
　発展期では，相談件数等の増加が顕著にみられた．
1998（平成 10）年度は，相談件数が 100 を超え，
1999（平成 11）年度には，臨時的に 3 教室 4 担任と
なり，通級児も 20 人以上となった．
　萌芽期から拡充期までの相談件数と入級児数の推移
を図 3 に示した．なお図 3 では，継続指導児すなわち，
指導期間終了後も指導を継続した幼児を含む人数を示
している．
　発展期に「熊五ことばの治療教室」の指導教員であっ
た B 教諭からは，以下の聞き取りが得られた．
　
　通級希望児の増加に伴って，指導の枠を変え，16
時からの指導を入れて 1 日 5 枠で行っていたことがあ
りました．（中略）指導回数を月 1 回～ 2 回にしたり
して，なるべく希望する子どもに指導ができるよう対
応していたように思います．しかし，16 時以降は幼
児の体力的に厳しい所面があり，増やしたのは 1 年間
だけでした．

　入級児数の増加の背景に関する明確な理由は不明で
あるが，C 教諭と E 教諭は，研究会等の発表やメディ
アによる認知度の上昇を指摘している．また，2001（平
成 13）年以降，ドイツや韓国等の海外や，山口県や
鹿児島県等の県外からの視察が盛んになり，教育相談
件数や入級児がますます増加していったことがうかが
われた（熊本市立熊本五福幼稚園，各年度）．
　
（2）入級プロセスの構築
　1988（昭和 63）年頃の「熊五ことばの治療教室」
における入級プロセスについては，以下のように記載
されている（熊本市教育委員会，1991）．

　教育相談の申し込みは個人によるものと，各関係機
関からの紹介によるものがある．相談の結果，定期的
な指導を必要とするものには，入級指導，継続指導を
行うが，その判定は，熊本市適正就学指導委員会にお
いて行われる．
　
　入級児の検査や面接については，E 教諭からも「熊
五ことばの治療教室」開設当初から担当教員が時間を
かけて実施していたことや，それらの結果をもとに，

「熊本市適正就学指導委員会」 3）において最終的に判
定された等の聞き取りが得られた．
　その後「熊五ことばの治療教室」では，2000（平
成 12）年には「田中ビネー検査」について，2005（平
成 17）年に，「諸検査からの子どもの発達のよみとり」

図 3　教育相談件数と年度終了時入級児数の推移
出所：熊本五福幼稚園「ことばの治療教室」「ことばの教室」（各年度）を基に筆者ら作成
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というテーマで園内研修が実施されており，継続して
入級児の検査や面接が実施されてきたことがうかがえ
る． 

（3）指導方法の確立
　1985（昭和 60）年度には「熊五ことばの治療教室」
で「類似した障害のグループで指導」したことや，「知
恵遅れ（ママ）の子どもを受け入れている」ことが報
告されている（九州地区難聴・言語障害教育研究会第
9 回熊本大会，1985）．発展期の指導方法については，
E 教諭への聞きとりからも，「同じような障がいがあ
る幼児をグループで指導」したことや，「口蓋裂があ
る場合は軽度の知的障害があるお子さんも受け入れ
た」ことが確認された．
　1992（平成 4）年には，九難言研で熊本市立幼稚園
に加え，宮崎県恒富幼稚園「幼児ことばの教室」によ
る発表も行われている 4）．
　1994（平成 6）年および 1995（平成 7）年には，「母
と子」の視点から発表が行われているが，1992（平
成 4）年度から「熊五ことばの治療教室」内で「こと
ばを育てる親子関係づくり」というテーマのもと，研
究を実施したことが報告されている（熊本市立熊本五
福幼稚園，各年度）．
　「研究紀要（平成4年度・5年度教育委員会研究委嘱）」
では，主題設定の理由として，これまでの指導から，「こ
とばは人との関係に結び付いており，人との気持ちの
通じ合いが，しっかりできること」という土台がある
ことが前提条件だということを見出し，そのなかで「幼
児が人との関係を築いていく上で基本になる」のが母
親との関係であると考えたことを挙げている（熊本市
立熊本五福幼稚園，1993）．実践としては，母親と子
どもが「共に楽しく過ごす遊びの時間」の設定や，保
護者会等がある．研究結果では，母親や子どもの姿か
ら，「幼児の今，現在が，より楽しく充実したものと
なることは，母親の今も，充実してくること」ととら
え，教師自身も学びが得られたことが報告されている．
このように「熊五ことばの治療教室」は発展期に，幼
児期段階の特性を踏まえた指導実践を重ねながら，幼
児や保護者の支援方法を深化させていった．
　熊本市立熊本五福幼稚園（各年度）によると，1988 

（昭和 63）年は，難聴幼児通園施設ひばり園から講師
が招かれ，「難聴児を育てること」とテーマで講演会
が行われている．これは，軽度ではあるが，難聴児が
通級していたことによると思われる．
　1997（平成 9）年には，熊本県 LD 親の会の会長を
招いて「発達に偏りがある幼児の指導内容をどのよう
に考えるか」というテーマで研究会が実施された．幼
児の実態に対応するために，言語障害だけでなく他の

障害についての園内研修の場が確保され，職員の専門
性の向上が図られた，と捉えられる．

Ⅳ．まとめと今後の課題

　本研究では熊本市立幼稚園の「ことばの教室」の発
展経緯について，萌芽期と発展期に焦点をあて検討し
た．萌芽期には，熊本五福幼稚園の統合や専用の建物
への移転等の環境の変化の中で，幼児への指導方法や
教育相談の対応を試行錯誤したこと，発展期には，入
級児や教育相談数が増加するなかで，熊本市教育委員
会等と連携しながら幼児一人一人に合わせた指導方法
を深化していったことを明らかにした．
　熊本市立幼稚園「ことばの教室」の発展経緯の分析
を通して，幼稚園における「幼児ことばの教室」の役
割について以下の 2 点が挙げられた．
①　  「言語発達の専門的機関」として，ことばの支援

に関する専門性の向上を図ること
② 　 「幼児教育の専門機関」として，幼児期の全体的

な発達を見通したことばの支援を行うこと．
　久保山（2013）は，「幼児ことばの教室」の役割に
ついて，「ことばの遅れを主訴とする子どもや保護者
の早期からの一貫した重要な支援の場」であることや，

「今後のインクルーシブ教育システム充実に大きく寄
与するもの」である一方で，「市町村ごとに異なって
おり，十分に整備されていない現状がある」と述べ，
運営体制や整備の充実が求められていると指摘した．
　これに対して，本研究で分析の対象とした熊本市立
幼稚園「ことばの教室」では，過去 40 年に渡り継続
的に，幼児の「教育機関」としての役割と，「ことば
の支援機関」としての役割を同時に担いながら，こと
ばの遅れを主訴とする子どもや保護者のニーズに対応
してきたことを示した．
　今後の課題として，熊本市立幼稚園「ことばの教室」
について，①教育・福祉行政との関連で見た検討，
②親の会の果たした役割に着目した検討を行う必要が
ある．

Ⅴ．要約

　本研究のねらいは，九州で初めて設置された公教育
における熊本市立幼稚園の発展経緯を明らかにし，公
教育における「幼児ことばの教室」の役割に関する示
唆を得ることである．
　資料収集，面談調査の結果をもとに，発展経緯を萌
芽期（1982～1983 年），発展期（1984 年～2006 年），
拡充期（2007 年の特別支援教育開始後 2021 年まで）
の 3 期に分け，本研究では主に萌芽期と発展期につい
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て検討した．その結果，①萌芽期には言語障害のある
幼児への相談支援体制が未整備であるなか，年長児に
限らず幅広いニーズのある幼児の対応や指導方法が模
索されたこと，②発展期には入級希望・教育相談対応
児数の急速な増加が見られ，幼児の言語発達を促す集
団指導等の指導実践が蓄積されたことを明らかにし
た．
　熊本市立幼稚園「ことばの教室」の例から，公教育
における幼児ことばの教室は，言語発達の専門機関と
しての役割に加え，幼児期の特性を踏まえた指導実践
を行うという 2 つの役割を果たしてきたと考えられ
た．
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註

 1） 2007（平成 19）年の特別支援教育開始以降，「特殊学級」
は「特別支援学級」となった．

 2） 1997（平成 9）年に「言語聴覚士法」が成立し国家資格
となった．本研究では，国家資格になる以前について
ST（Speech Therapist）と表記している．

 3） 現在は，就学支援委員会．
 4） 九難言研第 16 回大会での発表資料集によれば，1988（昭

和 63）年度に恒富幼稚園「幼児ことばの教室」が恒富
小学校内に設立され，2 クラス 2 担任制であった（九州
地区難聴・言語障害研究大会，1992）．本稿執筆時点で
は「延岡市幼児ことばの教室」が設置されている（宮崎
県難聴・言語障がい教育研究会，2022）．
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